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【
八
王
子

・
書
記
・
大

野
克
宏
通
信

員
】
第
52
回

八
王
子
支
部

定
期
大
会

は
、
コ
ロ
ナ

対
策
に
よ
る

会
場
閉
鎖
で

2
度
の
会
場

変
更
の
末
、

4
月
12
日
に

台
町
二
丁
目

会
館
で
開

催
。
提
案
者

で
あ
る
執
行
部
は
支
部
4
役
、
大

会
実
行
委
員
長
お
よ
び
会
計
監
査

代
表
1
人
。
代
議
員
は
各
分
会
3

人
ま
で
減
ら
し
、
内
1
人
は
委
任

状
を
提
出
し
て
も
ら
い
最
小
限
の

人
数
で
、
時
間
も
大
幅
に
短
縮
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
矢
吹
委
員
長
は

「
こ
の
誰
も
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
少
し
で

も
良
い
時
代
に
で
き
る
よ
う
皆
さ

ん
と
一
緒
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
力
強
く
語
り

ま
し
た
。

定
期
大
会
は
、
基
調
報
告
お
よ

び
決
算
予
算
に
つ
い
て
参
加
者
全

員
で
協
議
し
、
着
実
な
要
求
運
動

の
前
進
と
組
織
づ
く
り
の
確
立
に

向
け
た
総
括
・
方
針
が
採
決
さ
れ

ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
矢
吹
一
幸
。
副
委
員
長
・
塩
野

明
彦
。
書
記
長
・
久
保
哲
也
。
書

記
次
長
・
伊
藤
仁
、
大
野
克
宏
、

久
保
田
倫
行
。

【
多
摩
西
部
・
書
記
・
渡
邉
宏

規
通
信
員
】
多
摩
西
部
支
部
で
は

4
月
19
日
に
支
部
会
館
に
て
第
55

回
支
部
定
期
大
会
を
、
代
議
員
22

人
、
来
賓
1
人
の
総
勢
23
人
の
参

加
で
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
清
水
政
廣

委
員
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
組
合
員

の
拡
大
へ
の
取
り
組
み
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
成
功
に
対
す
る
奮
闘
を
称

え
、
昨
年
竣
工
さ
れ
た
支
部
会
館

か
ら
更
な
る
諸
要
求
実
現
の
た
め

連
続
し
た
組
織
増
勢
を
勝
ち
取
ろ

う
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
午
後
か
ら
の
開

催
に
な
っ
た
こ
と
で
、
分
科
会
は

行
な
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
後

に
春
の
拡
大
成
功
を
誓
い
、
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
清
水
政
廣
。
副
委
員
長

・
鴇
崎
実
、
渡
邉
孝
一
、
木
下
一

成
、
森
川
伸
一
。
副
委
員
長
待
遇

・
檜
山
剛
志
、
鶴
岡
誠
一
。
書
記

長
・
大
房
孝
朗
。
書
記
次
長
・
小

笠
原
一
樹
、
佐
藤
英
紀
。

【
西
多
摩
・
と
び
・
髙
山
勝
宏

通
信
員
】
4
月
12
日
、
午
前
9
時

30
分
よ
り
西
多
摩
支
部
会
館
で
、

第
52
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
例
年
で
は
役
員
、
代
議
員
、

書
記
の
参
加
で
す
が
、
今
年
は
支

部
4
役
の
み
が
集
ま
り
ま
し
た
。

事
前
に
大
会
議
案
、
決
算
、
予

算
案
、
選
挙
公
報
を
各
分
会
の
代

議
員
に
配
布
し
、
分
会
ご
と
に
各

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
代
議
員
の

確
認
を
取
り
、
文
書
に
よ
る
質
問

と
承
認
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
や
り
取

り
で
行
な
い
ま
し
た
。

12
日
午
前
11
時
ま
で
を
承
認
期

限
と
し
、
同
日
10
時
20
分
ま
で
に

は
、
全
分
会
よ
り
承
認
が
文
書
で

届
き
ま
し
た
。
全
分
会
か
ら
承
認

を
も
ら
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
山
口

委
員
長
、
秋
本
副
委
員
長
が
退
任

の
あ
い
さ
つ
、
宮
崎
新
委
員
長
が

新
任
役
員
代
表
の
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。

最
後
に
髙
山
副
委
員
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。新

4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
宮
崎
透
。
副
委
員
長
・

市
川
享
、
式
場
徳
昭
、
髙
山
勝
宏
、

宮
本
勤
。
書
記
長
・
市
川
耕
平
。

書
記
次
長
・
濱
徹
、
森
田
真
行
。

2度にわたる会場変更の末になんとか開催

【
多
摩
・
稲
城
・
書
記
・
鈴
木

寛
次
通
信
員
】
第
52
回
定
期
大
会

は
、
異
例
の
郵
送
送
付
に
よ
る
承

認
確
認
と
な
り
ま
し
た
。
分
会
選

出
の
各
代
議
員
に
承
認
を
確
認
。

4
月
21
日
、
支
部
会
館
に
て
支
部

4
役
と
岩
崎
則
人
大
会
議
長
の
も

と
、
大
会
成
立
と
な
り
、
こ
れ
に

よ
り
2
0
2
0
年
度
の
方
向
性
と

新
役
員
体
制
が
固
ま
り
ま
し
た
。

事
前
送
付
し
た
議
案
へ
の
質
疑

も
文
書
で
支
部
に
送
ら
れ
、
新
執

行
部
で
回
答
し
て
い
く
事
を
事
前

に
伝
え
、
質
問
が
あ
る
が
提
案
事

項
は
承
認
と
代
議
員
の
過
半
数
を

確
認
。
提
案
事
項
に
反
対
の
回
答

は
な
く
、
同
じ
議
場
で
は
な
く
、

離
れ
た
場
所
に
は
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
仲
間
の
団
結
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
4
役
は
以
下
の
通
り
で
す
。

委
員
長
・
櫻
井
潤
。
副
委
員
長
・

綿
引
一
茂
、
大
里
輝
男
、
進
藤
典

吾
。
書
記
長
・
三
橋
誠
。
書
記
次

長
・
鈴
木
寛
次
。
4
役
待
遇
・
丸

山
篤
義
。

挨拶する清水政廣委員長

【
町
田
・
書
記
・
澤
海
比
可
瑠

通
信
員
】
町
田
支
部
は
4
月
20
日

に
第
55
回
定
期
大
会
を
、
支
部
会

館
で
書
面
に
て
行
な
い
ま
し
た
。

分
会
選
出
の
代
議
員
32
人
全
員

よ
り
署
名
を
も
ら
う
こ
と
で
、
2

0
2
0
度
の
方
針
、予
算
、役
員
の

い
ず
れ
も
承
認
が
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
度
は
重
点
課
題
を

組
織
増
強
と
し
、
支
部
・
分
会
役

員
の
高
齢
化
・
固
定
化
と
い
っ
た

問
題
の
解
消
を
め
ざ
し
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
分
会
運
営
に
つ
い
て

の
討
論
・
討
議
を
行
な
う
少
人
数

の
会
議
を
新
た
に
設
け
、
分
会
が

抱
え
る
問
題
や
悩
み
を
支
部
と
共

有
し
、
一
丸
と
な
っ
て
解
決
に
当

た
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
年
間

を
つ
う
じ
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
、
新
し
い
活
動
参
加

者
の
掘
り
起
こ
し
も
同
時
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
尾
花
愼
司
。
副
委
員
長

・
二
階
堂
敦
、
志
村
和
美
、
黒
木

敬
士
。
書
記
長
・
青
木
伸
太
郎
。

書
記
次
長
・
澤
海
比
可
瑠
、
角
毅

征
。

【
小
金
井

国
分
寺
・
書

記
・
坪
野
幹

通
信
員
】
小

金
井
国
分
寺

支
部
第
52
回

定
期
大
会

は
、
4
月
7

日
発
令
の
緊

急
事
態
宣
言

を
受
け
て
、

4
月
の
執
行

委
員
会
で
新

年
度
役
員
体

制
を
確
認
し

た
う
え
で
、
規
模
縮
小
や
討
議
内

容
を
凝
縮
し
た
形
で
4
月
30
日
に

支
部
会
館
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。大

会
議
案
で
は
、
新
年
度
に
向

け
た
積
極
的
な
運
動
方
針
の
提
案

を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
家
族
と

仲
間
の
命
を
守
る
行
動
を
最
優
先

に
考
え
、
今
で
き
る
運
動
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
。

ま
た
、
大
会
議
案
に
対
す
る
質

問
に
つ
い
て
期
間
を
設
け
て
意
見

集
約
し
、
後
日
、
き
ち
ん
と
分
会

に
返
し
て
行
く
こ
と
も
確
認
し
、

決
算
・
予
算
を
含
む
す
べ
て
の
提

案
を
承
認
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
鯉
淵
勝
也
。
副
委
員
長
・
南
雲

正
博
、
平
松
省
二
、
朝
倉
法
明
。

書
記
長
・
南
哲
司
。
書
記
次
長
・

星
清
志
、
片
桐
由
輝
、
小
野
寺
和

也
。

【
日
野
・
書
記
・
斎
藤
景
介
記
】

日
野
支
部
の
第
46
回
定
期
大
会

は
、
4
月
12
日
に
立
川
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
出
席
者
20
人
、
委
任
状
に

よ
る
参
加
が
51
人
で
総
勢
71
人
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。大
会
で
は
、

「
2
5
0
0
人
の
日
野
支
部
を
作

る
た
め
反
転
攻
勢
に
出
る
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ
れ
る
と

同
時
に
、
4
月
1
日
現
勢
で
2
4

0
0
人
に
回
復
す
る
と
い
う
目
標

も
達
成
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

2
5
0
0
人
の
日
野
支
部
を
作
る

と
い
う
意
思
統
一
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

永
年
、
委
員
長
を
務
め
ら
れ
た

奈
良
晴
義
新
副
委
員
長
は
、
委
員

長
を
後
任
へ
託
す
と
と
も
に
、
古

怒
田
忠
新
委
員
長
か
ら
名
誉
中
央

執
行
委
員
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
古
怒
田
忠
。
副
委
員
長
・
奈
良

晴
義
・
西
村
滋
雄
・
伊
東
靖
晃
。

書
記
長
・
髙
木
一
。
書
記
次
長
・

三
角
幸
太
郎
、
田
辺
真
樹
、
島
津

竜
也
、
多
田
ひ
と
み
。

【
府
中
国

立
・
書
記
・

佐
藤
瑞
樹
通

信
員
】
府
中

国
立
支
部
で
は
4
月
12
日
に
、
宮

澤
委
員
長
・
畠
山
書
記
長
が
同
席

し
、
2
0
1
9
年
度
の
活
動
報
告

及
び
2
0
2
0
年
度
方
針
提
案
、

予
算
案
決
算
報
告
、
議
決
文
・
支

部
役
員
立
候
補
に
つ
い
て
の
委
任

状
の
確
認
を
岡
田
・
坂
本
議
長
と

山
崎
選
挙
管
理
委
員
長
が
確
認
し

ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度
は
、
年
間
を
通

じ
て
仲
間
づ
く
り
運
動
に
取
り
組

み
、
7
年
連
続
の
1
％
の
年
間
実

増
率
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
委
員
長
・
書
記
長
は
、
2

0
2
0
年
度
は
新
し
い
仲
間
や
な

か
な
か
顔
を
見
な
い
仲
間
た
ち
と

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
一
緒
に
運
動

が
で
き
る
か
、
特
に
、
若
い
青
年

・
後
継
者
世
代
が
活
躍
で
き
る
場

を
設
け
る
こ
と
が
運
動
前
進
の
鍵

と
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
宮
澤
和
也
。
副
委
員
長

・
小
島
成
彦
、
松
本
勇
一
、
渡
邉

浩
志
、
石
村
英
明
（
待
遇
）
。
書

記
長
・
畠
山
京
子
。
書
記
次
長
・

世
並
佳
史
、
水
川
克
治
。

予防対策万全で一致団結

求

人

八
王
子
、
日
野

多
摩
・
稲
城
、
町
田

多
摩
南
ブ
ロ
ッ
ク

多
摩
南
ブ
ロ
ッ
ク

未曽有の状況でも
少しでも良い時代に

組
織
増
強
重
点
に

町田

役
員
高
齢
化
も
解
消
へ

異
例
の
形
式
で
大
会
開
催

多摩・
稲城

仲
間
の
団
結
を
確
認

２
５
０
０
人
支
部
へ

日野

新
委
員
長
に
古
怒
田
さ
ん

八
王
子

仲間の命を最優先

更
な
る
要
求
実
現
の
為

今できる運動を確実に

多摩
西部

連
続
組
織
増
勢
へ

多摩西ブロック多摩西ブロック

若者活躍させることが

運動前進のカギ

多 摩 西 部 、 西 多 摩
小金井国分寺、府中国立

小
金
井

国
分
寺

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
や
り
取
り

西多摩

全
分
会
か
ら
承
認

府
中

国
立


